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要 旨

人工光型植物工場では、光源を電力で賄うため、光源にかかるコストが常に生じる。そのため、光源から照射さ
れた光が効率よく植物の成長に利用されるとともに、成長した植物が製品として販売可能であることが重要である。
本発表では、本共同研究の概略について説明する。

チップバーンの増加

乾物重量の増加

本研究の目的

成育期間の短縮

可食部の減少

レタス類は連続光耐性が比較的高い

葉枚数の増加

葉面積の増加

明期を長くすることが利益になるか？可販という観点から検証

日積算光量子量が同じ場合明期が長くなるほど…


